
 

 

 

 

 

 

 

 

学校は，子どもたちに「生きる力」を育むことを

目指し，基礎的・基本的な知識や技能の習得，

課題を解決するために必要な思考力・判断力・

表現力等の育成，主体的に学習に取り組む態

度の育成に向けて取り組むことが求められてい

る。そのため校長は，創意ある教育課程の編成・

実施・評価・改善を進め，実施上の諸課題の解

決につながる方策を明示し，組織として改善す

ることに努めてきた。 

こうした取組に加え，先行きの不透明感や閉

塞感が一層強まる中，２１世紀を生きる子どもた

ちに，困難に立ち向かい，たくましく生き抜く力

を育む取組を進めることが重要な教育課題とな

ってきた。単に知識の獲得だけでなく，目の前の

課題や近未来的な課題の解決に向けて，獲得

した知識を活用し，柔軟な思考や粘り強さと先見

性をもって解決に当たる能力，つまり，新しい知

恵やものを生み出すしなやかな知性と豊かな創

造性を身に付けることが求められている。 

   そこで，校長は，柔軟性や粘り強さ，先見性を

もって解決に当たる能力や新しい知恵やものを

生み出す力をつける教育課程の成果と課題の

把握に努め，その結果をもとに，教育課程の改

善を図り，２１世紀を生きる子どもたちに必要な

資質・能力・態度を育成する創意ある教育の推

進に向けて積極的に取り組むことが重要であ

る。 

   本分科会では，校長のリーダーシップのもと，

しなやかな知性と豊かな創造性を育む教育課程

の編成・実施・評価・改善について具体的方策

を明らかにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）しなやかな知性と豊かな創造性の育成 

子どもたちが，様々な変化や課題に立ち向か

い乗り越えるためには，自ら獲得した知識・技能

の中からその状況に応じて必要なものを活用し，

先の見通しをもって課題を解決していこうとする

柔軟な思考や粘り強さと先見性を身に付けさせ

ることが必要である。 

そのためには，学習指導が柔軟な思考や粘り

強さ，先見性につながるものとして展開され，そ

の内容の充実を意図した評価に取り組まれなけ

ればならない。 

このような視点から，しなやかな知性と豊かな

創造性を育む学習指導と評価の在り方を明らか

にしていくための校長の果たすべき役割と指導

性を究明する。 

（２）しなやかな知性と豊かな創造性を育む教育

課程の編成・実施・評価・改善 

子どもたちに今日的な課題を克服していく力

を身に付けさせるためには，全教員が子どもた

ちに育成すべき資質・能力・態度について共通

理解を深めるとともに，そのために必要な学習指

導の工夫や教材の開発について協働して取り

組み，実践の結果を基に教育課程の見直しを

常に図っていく仕組みを確立する必要がある。 

そのために校長は，しなやかな知性と豊かな

創造性を育むための教育課程編成上の課題を

明確にし，実践を通して課題解決を図っていく

教員の意欲を引き出し，絶えずより望ましい学習

活動の展開に向けて評価・改善を促すようにす

ることが大切である。 

このような視点から，しなやかな知性と豊かな

創造性を育む教育課程を編成・実施・評価・改

善していくための校長の果たすべき役割と指導

性を究明する。 
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分科会の趣旨 リーダーシップの視点 
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